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「⼩保⽅晴⼦⽇記」はもはや「STAP 細胞はあります！」とは主張していないが 
 
「あの⽇」の「その後」である。STAP 細胞は ES 細胞の混⼊が原因とされた。その ES 細
胞は⼩保⽅が研究室から盗んだものとして訴訟もされた。しかし、当時研究に責任を持って
いたのは若⼭照彦（エイプリルフール先⽣）であった。 
 
学位論⽂に関しては取り消しとなった。学位論⽂に「キメラマウス」が記載してあり、その
データの補⾜ができなかったのが理由のようだ。学位取得は 2011 年（３⽉？）、理研での
キメラマウス作成成功は同年 11 ⽉であるので、学位論⽂の元⽂を⾒ていない（原⽂を⾒る
術がない）私には、学位論⽂になぜキメラマウスだったのか？が⾮常に不思議である。 
 
刺激惹起性多能性獲得細胞（STAP 細胞、Wikipedia）より抜粋 
 
2011 年 11 ⽉に若⼭照彦の指導のもと、キメラマウスの作成に成功、2012 年 4 ⽉にネイチ
ャーへの論⽂投稿を⾏う。しかし論⽂は不採⽤とされ、セルやサイエンスへも投稿し直すが、
全て不採⽤にされてしまう。その後 2012 年 12 ⽉に笹井芳樹、2013 年 1 ⽉に丹⽻仁史が参
加し、論⽂を再執筆。3 ⽉中にネイチャー再投稿。12 ⽉に念願のネイチャー論⽂ 2 報が受
理される。 
 
しかし、論⽂発表直後から様々な疑義や不正が指摘され、7 ⽉ 2 ⽇に著者らはネイチャーの
2 本の論⽂を撤回した。STAP 細胞・STAP 幹細胞・FI 幹細胞とされるサンプルはすべて ES
細胞の混⼊によって説明できるとし、STAP 論⽂はほぼ全て否定されたと結論づけられた。 
 
博⼠論⽂の不正調査と処分 
早稲⽥⼤学の調査委員会は、「製本された論⽂を前提とすれば、学位を授与すべきでなかっ
たが、⼤学の審査体制の不備で、いったん、授与してしまった以上は、⼤学で定められてい
る『取り消し規定』に該当しない限り、取り消しはできない。今回のケースは、その規定に
該当しない」との結論を記載した報告書を作成し、早⼤に提出した。 
 
早稲⽥⼤学は調査委員会の結論を受け⼊れず⼩保⽅の博⼠号を取り消すと決定した。ただ
し、論⽂の指導および審査過程にも重⼤な⽋陥があったとし、1 年程度の猶予期間が設けら
れ、その間に⼩保⽅が再指導・再教育を受けたうえで論⽂を訂正・再提出し、これが博⼠論
⽂としてふさわしいものと認められた場合は学位を維持する、としていた。 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


